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今こそあなたに現象学
現象学はあなたにとってもおもしろい！　　榊原哲也
実習指導のなかでの教員の経験を振り返る 
現象学の視点から　　高橋多佳子
学生の学びを現象学でよみとく　　前川幸子
「看護教員」の志向性─インタビュー分析実例　　西村ユミ
【新連載】
考える力を育てるシンキングツールの活用・1　　黒上晴夫

【連載】
笑いの伝道師　Wマコトのコミュニケーション革命！・4　　Wマコト
臨床教育学　わからないこととの出会い・4　　遠藤野ゆり
看図アプローチへの招待・4　　鹿内信善／德永基与子ほか
アジア，アフリカ，ラテンアメリカの看護教育はいま・13　　 
嶋澤恭子

宮子あずさのエキサイティングWriting・16　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・24（最終回） 　　
斉藤奈緒美／石川雅彦

●『カリキュラム・イノベーション』とい
う本が，東京大学出版会から昨年 10月
に発行されました。アクティブラーニン
グの時代にカリキュラムに何が求められ
るのかを提議し，「リテラシーをどう育
むか」「うつ予防プログラムの開発」「社会
における学びと身体性」「地方発のカリ
キュラム開発の可能性と課題」などの項
目で，新たなカリキュラム構築が求めら
れていることがよくわかる内容です。●
翻って看護教育を見ると，どうしても学
校（大学）の自由裁量範囲が小さいため，
イノベートしようにもどうしたらいいか
と悩む先生方が少なくないと思われま
す。そこで，準正課の活用に注目してい
ただきたいのです。“雑務”とか追加の仕
事と思わず，正課を補う内容を充実させ
ることで，学生の学びは深まり，さらに
は学校（大学）の個性を打ち出していける
と思います。 ……大野
●宮子さんの連載で，「倫理」をテーマに，
信仰と医療の葛藤について触れられてい
る原稿が届いたころ，イアン・マキュー
アンの「未成年」を読んでいました。家族
全員が熱心な「エホバの証人」のため，白
血病を患いつつも輸血を拒む青年と，児
童保護的な立場で，病院側から青年を説
得するよう依頼を受けた，ベテラン弁護
士の女性との邂逅がメインの小説。輸血
拒否は両親による信仰の押しつけか，青
年自らの判断と言えるのか，面談を通じ，
彼女は青年の明晰さ，そして生きる意志
を感じ取り，いっぽうの青年も，ずいぶん
年上の彼女との出会いに重要な啓示を受
け取ります。●話の筋はこれだけではな
く，上品なやりきれなさを抱えて二転三
転しますが，成熟したプロとして生きるこ
との充足，現実とのほろ苦さが通底して
います。看護師と弁護士，寄って立つも
のは違っても，きっと共感されるところが
あるのでは，と思います。 ……番匠
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形・型・可で 
技術教育の「安楽」を考えよう！

看護観の伝承

看護教育においては，理論や思考はもちろん大事ですが，
実践家を育てるという意味でもっとも求められるのが技術
ではないかと思います。いかにその技術を教育するかを多
くの先人が考え，試し，確立してきました。メディアの発
達により情報を得る手段は，絵から写真へそして画像へと
進化し，再現性，継続性のアップが図られてきた結果，技
術教育はある程度成熟した感があります。にもかかわらず，
臨床現場からは看護の基礎技術など内容の崩れが目立つと
いう声も聞かれます。結局，いくら教育内容が充実していっ
ても，実際にそれに費やす時間やエネルギーが不足してい
るのではないでしょうか。
そんな今だからこそ，技術教育の重要性を見直そうと組ま
れたのが今回の特集です。武谷三男が提唱した，技術の三
段階論「形・型・可」という枠を通して，看護師がその専門
性をもっとも発揮し得る「安楽」を，教育現場にどのように
取り込んでいけばいいかを考えます。
「安楽」という単語は一般的な言葉ですが，実は日常ではあ
まり用いられないもの。だからこそ，ここに看護の原点が
あるのではないでしょうか。

■安楽を図る技術の習得教育　形・型・可
に添って………………………川嶋みどり
■技術教育にいま足りないもの　ロールモ
デルとしての姿勢から…………水澤晴代
■看護基礎教育における技術の習得過程と
安楽の意識化……水戸優子／山口みのり
■「非」と「安楽」　看護技術教育における
「可」の姿 …………………………阿保順子

【2015年 12月号（Vol.56 No.12）】

グラフィック・シラバスとカリキュラム・マッ
プ  授業とカリキュラムを「見える化」しよう！

【2015年 11月号（Vol.56 No.11）】

学生の答え，ちゃんと待てますか 今こ
そ知りたいファシリテーションの心構え

【2015年 10月号（Vol.56 No.10）】

あらためて	  
How to ロールプレイ！

【2015年 9月号（Vol.56 No.9）】

「看護研究」で	  
実践力を鍛える

【2015年 8月号（Vol.56 No.8）】

グループワークを	  
「本物」にしよう！

【2015年 7月号（Vol.56 No.7）】

看護過程再考

看護師ならば，一度は「あなたの看護観はなんですか」と尋
ねられた，あるいはレポートなどに書いた経験があるので
はないか，と思います。
基礎教育の現場では，多くの先生が，良い看護観を学生に
養ってほしい，という思いを抱かれています。それでは，
そうした先生は，どのように看護観を養われてきたので
しょうか。多くの出会いや経験のなかで育まれてきたもの
だとはいえ，源流の 1つには，恩師と呼ぶべき存在から，
受け継いだものがあるのでは，と思います。
今特集では，さまざまな世代の先生方が，ご自身の「師」に
あたる方々の，どのような振る舞いや言葉から「看護観」を
感じ，学ぶ経験とつながっていたのか，そしてそこで得ら
れたそれぞれの「看護観」を，自身のなかで変化もさせつつ
血肉と化し，後進にどのように伝えていこうとされている
のか，実践にそってご執筆いただきました。読者のみなさ
まも，自身のこれまでの歩みをふり返り，学生さんにどの
ように看護観を伝えていくか，とらえ直していただくきっ
かけとして頂ければ幸いです。

■看護とは科学であり，アートである─
伊藤暁子先生に教わった「看護観」「看護
教育観」 …………………………山西文子
■恩師の遺言“看護は患者との信頼のうえ
に成り立つ” …………………江川万千代
■看護は変化を起こすものである─ 
「村松静子先生の電話」から受け取ったも
の…………………………………丸山育子
■ 看護師は患者の回復をあきらめない─
紙屋克子先生の信じる強さ………………
…………………………………日高紀久江
■愉しみつつ，教育の信念を貫き具現化す
る─安酸史子先生の姿勢から…………
………………………………………増満誠
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